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※市民力は、本会議および委員会での討論という本来の発言を最大

限に活かすことこそが議員の責務と考えます。

非公式の場に、議会で発言してもいない意見を掲載するというやり

方は、議員自らが議会における議論を軽視する行為であるとの考え

から、以下、本会議・委員会など公の場で討論した内容を掲載いたし

ます。

こんにちは、市民力の中西香澄です。 

認定第１０号 令和３年度松戸市病院事業決算の認定について 

反対するのは、東松戸病院と梨香苑の廃止決定と実際の運用に整合

性が取れない事が主な理由です。 

東松戸病院において令和 2年度末にコロナ患者受け入れの為に区画

壁を設置したに関わらず、令和3年4月に区画壁の撤去しており、そ

の後は感染ピーク時にもコロナ患者の受け入れは行っていません。コ

ロナ対応、患者受け入れ、改修工事を計画性なく行っていると言わざ

るを得ません。また、自働対外式除細如動器の購入、空調施設修繕に

約 100万円と閉鎖予定の病院への修繕が無計画に行われており、再

編計画では閉鎖に伴い患者の転院を進める説明がされていたが、事

業報告書には、「患者の更なる確保に努める」と書いてあり、様々な矛

盾が見られる決算でした。

また、全体として収益増となりましたが、コロナ患者受け入れ関連の

国と県からの補助金が約34億と多額であり、逆にコロナ禍後の経営

に不安が残ります。 

皆様の反対へのご賛同をよろしくお願いいたします。 
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